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で得られた部分放電特性を踏まえ， OFケーブルの部分放電劣化メカニズムを推定した。  










第 5章は，『総括』として本研究で得られた成果を総括した。  
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 本論文は，油浸紙 -油複合絶縁ケーブルの模擬実験系を用いて，実運転中の開閉サージ･雷
サージによる劣化も模擬して，初期から末期の劣化状態までの部分放電進展推移を実験的に
観察した。これらの結果に基づき， OFケーブルの各種部分放電特性を把握し，破壊に至る劣
 化メカニズムを初めて明らかにしており，学術的な価値を有している。さらに，実線路での
パルス伝搬特性試験などを通じて，世界で初めて実線路 OFケーブル線路において，部分放電
測定を実用化しており，産業応用面からも高い価値を有し，博士学位論文として十分である
と判定された。  
 また，審査会および公聴会において， 最初の部分放電の発生メカニズム，放電生成により
油隙にボイドが形成されるメカニズム，従来の油中ガス分析法による劣化診断との使用法，
実際の OFケーブルと模擬試料の関係，実線路での部分放電監視の意図・目的，影響等につい
て多くの質問がなされたが，いずれも適切な回答がなされ，質問者の理解が得られた。  
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会にて慎重に審査した結果，
本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。  
 
